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博物館教育論(16T以降) 福島　正樹

Museum Educational Theory 田村　徳至

2 通年(集中) 月曜･５時限 集中･不定期

理学部第１講義室 講義

該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】様々な課題を見つけ取り組む力が身についている。 博物館をめぐる新しい潮流である利用者主体の博物館運営に基
づく博物館教育の在り方について理解し、教育計画やプログラ
ムを作成できるようにする。
⇔

２６Tカリ

【26T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ 共通教育による幅広い教養と，博物館教育に関わる基礎学力が
る基礎学力が身についている。 身についている。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営、芸術文化、環境共生、多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 博物館における教育普及活動は、展示デザインやワークショップ、地域連携や博学連携、またボランテ
ィアとの協働など多岐にわたっている。この授業では、博物館教育の理論、現在の動向などについての
講義や、様々な教育プログラムに関する講義や体験を通して、博物館教育の基礎を学ぶ。
担当教員が学芸員の実務経験を活かして講義を行います。

(5)授業計画 １ 博物館教育とは（田村）
２ 博物館教育の歴史と意義（田村）
３ 博物館の展示と教育（田村）
４ 展示と利用者をつなぐ補助教材（田村）
５ 人文科学系博物館のプログラム（田村）
６ 自然科学系博物館のプログラム（田村）
７ 学校・地域との連携（田村）
以上は、前期授業とし、夏季休業中に集中講義で実施する。詳しくはe-Alpsで通知する。

８ 博物館教育と利用者主体の博物館活動（福島）
９ 教育プログラムとその評価（福島）
10 博物館資源の蓄積と公開（福島）
11 ボランティア（福島）
12 博物館、公文書館、図書館（MLA）（福島）
13 研究・展示・教育（福島）
14 学芸員の役割、エデュケーター（福島）
15 まとめ（福島）
以上は、後期の通常授業として実施する。詳しくはe-Alpsで通知する。

(6)成績評価の方
法

通常授業の出席（50％）と小テスト・レポート等（50％）により評価を行う。

(7)成績評価の基
準

通常講義への出席や小テストの結果も考慮して評価する。レポートについての評価基準は次の通り。
(1) 問題の設定が適切であり，(2) その問題の背景を説明できており，(3) その問題にどのような課題
があるのかを指摘できており，(4) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法を適切に把握で
きており，(5) その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベルにあれば「卓越
している」。
(1) から(5)の５項目を満たしていれば「かなり上にある」。４項目までできていれば「やや上にある」。
３項目までできていれば「水準にある」。評価は100点満点のうち，レポート・小テストで50点，出欠で
50点。田村と福島の得点を合計して評価する。

(8)事前事後学習
の内容

大学における講義は、受講者の事前事後の学習を前提として行われる。教科書として指示された文献、
講義の中で指示された参考文献について、事前事後学習として参照すること。

(9)履修上の注意 初回授業の冒頭で詳しくガイダンスする。

(10)質問,相談へ
の対応

メールでの質問も可。アドレスは、fukusima（a）shinshu-u.ac.jp

(11)その他

【教科書】 基本的に講義の中で紹介する（プリント配布など）

【参考書】 ・水藤真『博物館学を学ぶ－入門からプロフェッショナルへ』（山川出版社 2007年）
・真家和生ほか編著『大学生のための博物館学芸員入門』（技報堂出版 2014年）


